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町の木：モクセイ　町の花：ウメ 

今月の内容 

・表紙・表紙 

・Ｐ２Ｐ２～７～７　平成　平成20年度施政方針年度施政方針 

・Ｐ８Ｐ８～９～９　平成　平成20年度予算年度予算 

・Ｐ・Ｐ10～11　健診が変わります／税の納期について　健診が変わります／税の納期について 

・Ｐ・Ｐ12　　　　　　愛犬の予防注射をお忘れなく愛犬の予防注射をお忘れなく 

・Ｐ・Ｐ13　　　　　　応援します親子のふれあい応援します親子のふれあい 

・Ｐ・Ｐ14～15　タウンニュース　タウンニュース 

・Ｐ・Ｐ16～17　情報ガイド　情報ガイド 

・Ｐ・Ｐ18～19　ふるさと情報板　ふるさと情報板 

・Ｐ・Ｐ20～21　保健福祉ガイド　保健福祉ガイド 

・Ｐ・Ｐ22～23　みんなのひろば　みんなのひろば 

・Ｐ・Ｐ24　　　　　　ホットフォトホットフォト 

　※町民センターガイド　※町民センターガイド(８ページ８ページ)が入っていますが入っています 
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春爛漫 春爛漫 春爛漫 春爛漫 
　十輪寺(三輪)のもくれんが咲きそろい、「もくれん花見会」が開かれました。境内と周辺の山には、境内と周辺の山には、約
300本のもくれんが植えられています。 
　花見会では、甘酒ともくれん団子が振る舞われ、訪れた人々は春の訪れを告げるもくれんの花を見上訪れた人々は春の訪れを告げるもくれんの花を見上
げていました。夜間は花のライトアップも行われ、昼間とは一味ちがう花見を味わうことができました。 
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　花見会では、甘酒ともくれん団子が振る舞われ、訪れた人々は春の訪れを告げるもくれんの花を見上
げていました。夜間は花のライトアップも行われ、昼間とは一味ちがう花見を味わうことができました。 
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第
３
５
６
回
岡
部
町
議
会
３
月

定
例
会
に
あ
た
り
、
今
後
の
町
政

運
営
に
対
す
る
私
の
所
信
の
一
端

と
平
成
20
年
度
予
算
案
の
大
綱
を

申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
並
び
に

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
町
に
と
っ
て
、
今
年

の
最
大
の
課
題
は
、
藤
枝
市
と
の

合
併
で
あ
り
ま
す
。

国
は
、少
子
高
齢
社
会
の
進
展
、

巨
額
の
財
政
赤
字
、
国
際
競
争
の

激
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
地

方
分
権
や
三
位
一
体
の
改
革
を
強

力
に
推
進
し
て
、
地
方
自
治
の
本

旨
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
の
行
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
、
市
町
村
合
併
を
強

先
に
国
が
示
し
た
地
方
財
政
対

策
に
お
い
て
は
、
国
税
収
入
の
伸

び
が
鈍
化
す
る
中
で
、
社
会
保
障

経
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い

水
準
で
推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
ず
る

も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
分
野
に
わ
た
り

地
方
歳
出
を
抑
制
す
る
一
方
、
地

方
の
再
生
に
向
け
た
自
主
的
・
主

体
的
な
地
域
活
性
化
施
策
の
充
実

に
対
処
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税

を
含
む
一
般
財
源
に
つ
い
て
前
年

度
を
上
回
る
総
額
が
確
保
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
財

政
を
取
り
巻
く
環
境
が
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
終
盤

を
迎
え
る
第
３
次
行
財
政
改
革
大

綱
に
基
づ
く
行
動
計
画
を
着
実
に

推
進
し
、
効
果
・
効
率
的
で
、
か

つ
健
全
な
行
財
政
運
営
を
図
る
こ

と
を
基
本
に
据
え
て
、
第
７
次
総

合
計
画
に
掲
げ
た
目
標
像
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
田
園
都
市
」
の
実
現

と
、
こ
れ
ま
で
培

つ
ち
か

わ
れ
て
き
た
本

町
の
特
色
を
合
併
後
の
藤
枝
市
に

適
切
に
繋つ

な

げ
る
た
め
の
取
組
み
を

積
極
的
に
講
ず
る
と
と
も
に
、
円

滑
な
合
併
に
向
け
た
合
併
準
備
経

費
に
つ
い
て
特
に
配
慮
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
42

億
４
千
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予

算
に
対
し
18
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の

伸
び
と
な
り
、
こ
の
主
な
要
因
は

岡
部
町
民
体
育
館
改
築
に
向
け
た

環
境
整
備
や
「
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
」
の
実
施
、
公
共
施
設
の

修
繕
、
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
な
ど

の
合
併
準
備
経
費
の
計
上
等
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
29
億
２

力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
の
こ
う
し
た
動
き
や
生
活
圏

の
広
域
化
、
行
政
水
準
の
維
持
向

上
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
実

現
な
ど
か
ら
今
日
ま
で
枠
組
み
を

替
え
な
が
ら
、
合
併
協
議
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

私
と
し
て
も
、
政
治
信
条
で
あ

る
「
志
太
は
ひ
と
つ
」
を
標
榜

ひ
ょ
う
ぼ
う

し
、

政
治
生
命
を
懸
け
る
思
い
で
努
力

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
藤
枝
市
の
暖
か

い
ご
理
解
の
下
、「
志
太
は
ひ
と

つ
」
の
第
一
歩
と
な
る
合
併
協
議

が
終
了
し
、
合
併
協
定
に
調
印
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
、

町
民
の
皆
様
や
議
員
各
位
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
賜
と
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
今
定
例
会
に
提
出
い

た
し
ま
し
た
合
併
関
連
議
案
の
ご

審
議
を
い
た
だ
い
た
う
え
、
県
及

び
国
へ
の
諸
手
続
き
を
経
て
、
12

月
に
は
閉
町
式
を
催
し
、
輝
く
新

春
の
平
成
21
年
１
月
１
日
、
合
併

を
迎
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
合
併
後
、
住

民
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
事
務
事
業
の
一
元
化
作

業
を
遺い

漏ろ
う

な
く
進
め
る
と
と
も

に
、
仕
上
げ
の
時
期
に
入
っ
て
い

る
第
７
次
総
合
計
画
「
ふ
る
さ
と

田
園
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
残

さ
れ
た
施
策
課
題
を
整
理
し
、
主

要
な
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
藤
枝

市
に
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
ま
い

り
ま
す
。

は
じ
め
に

岡
部
町
最
後
の
年

「
ふ
る
さ
と
田
園
都
市
」
の
仕
上
げ
に
向
け
て 平

成
20
年
度
の
町
政
の
方
向
を
決
め
る
町
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
26
日
か
ら

開
か
れ
、
井
田
町
長
が
新
年
度
に
向
け
て
の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
　

６
６
７-

３
４
１
１
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千
５
２
０
万
円
で
、
新
た
に
、
来

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
係
る
会
計
を
創
設

し
た
ほ
か
、
土
地
取
得
特
別
会
計

ま
ず
、「
誰
も
が
主
役
に
な
る

ま
ち
を
つ
く
る
」
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
。

「
自
発
す
る
志
を
高
め
」、「
自

発
す
る
志
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
」
施
策
で
あ
り
ま
す
が
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を

確
か
な
も
の
と
し
て
導
く
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
や
職

員
地
区
担
当
制
度
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
と
も
に
、
町
民
が
合
併

後
も
愛
郷
心
を
も
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
活
動
に
励
む
た
め
の
環
境
を

整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
成
果
志
向
の
開
か
れ
た

行
政
の
推
進
」
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
で
あ
り
ま
す
。

「
効
果
・
効
率
性
の
高
い
行
財

政
運
営
の
推
進
」で
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
便
利
で
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、

電
子
自
治
体
へ
の
取
組
み
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
藤
枝
市
と
の
合

併
に
向
け
て
、
住
民
生
活
に
支
障

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
電

算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
作
業
に
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
に
伴

う
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴

解
消
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
共
聴
施
設
の
改
修
経

費
に
対
す
る
国
庫
補
助
制
度
な
ど

の
関
連
情
報
を
提
供
し
、テ
レ
ビ
共

聴
組
合
の
取
組
み
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
政

策
目
標
の
達
成
に
最
も
相
応

ふ

さ

わ

し
い

手
段
を
検
証
・
選
択
し
、
コ
ス
ト

と
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
成
果
に

重
き
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て

丁
寧
な
行
政
情
報
の
提
供
と
広
聴

活
動
に
気
を
配
る
な
ど
、
透
明
性

と
信
頼
性
の
高
い
町
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
税
等
の
滞
納
額
が

年
々
増
加
す
る
中
、
公
平
性
を
維

持
し
、
財
源
を
確
実
に
確
保
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
執
行
体
制
の
強

化
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
地
方
税
の
悪
質
な
徴
収

困
難
事
案
の
滞
納
処
分
等
に
つ
い

て
は
、「
広
域
連
合
静
岡
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
」
に
移
管
す
る
と
と

も
に
、「
庁
内
町
税
等
収
納
率
向
上

対
策
委
員
会
」
で
の
協
議
を
通
じ

に
お
い
て
、
岡
部
宿
内
野
本
陣
史

跡
の
土
地
購
入
費
等
を
計
上
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
施
策
の
大
綱

町
民
と
行
政
に
よ
る

新
た
な

協
働
関
係
の
構
築

１



て
、
滞
納
整
理
の
執
行
体
制
を
強

化
し
、
税
等
の
公
平
性
の
一
層
の

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
合
併
を
控
え
て
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
が

あ
り
、
藤
枝
市
職
員
を
講
師
に
招

い
て
の
研
修
や
藤
枝
市
と
の
交
流

職
員
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
職
員

相
互
の
理
解
や
事
務
事
業
の
円
滑

な
移
行
が
図
れ
る
よ
う
対
処
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、「
自
発
的
な
健
康
づ
く

り
と
予
防
活
動
を
推
進
し
、
日
本

一
健
康
長
寿
な
ま
ち
を
つ
く
る
」

取
組
み
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
は
、「
自
発
的
な
健
康

づ
く
り
の
支
援
推
進
」で
す
が
、
医

療
制
度
改
革
に
よ
り
こ
れ
ま
で
町

の
責
任
で
行
な
っ
て
い
た
基
本
健

診
な
ど
の
保
健
事
業
が
、今
後
は
、

各
医
療
保
険
者
に
義
務
化
さ
れ
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
と
し

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
民
の
健
康
診
査
等

は
、各
保
険
者
と
連
携
の
も
と
、
総

合
的
に
健
康
増
進
が
図
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
が
実
施
す
る
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

は
、
生
活
習
慣
病
の
減
少
を
目
指
し

た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
概
念
を
導

入
し
、
予
防
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
健
康
・
栄
養
指

導
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
加
え
て
、

食
生
活
の
大
切
さ
の
普
及
事
業
な

ど
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
疾
病
・
介
護
予
防
活

動
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
が
、
介

護
予
防
事
業
と
し
て
、
介
護
保
険

事
業
の
地
域
支
援
事
業
に
つ
な
げ

る
「
は
つ
ら
つ
検
診（
生
活
機
能

評
価
）」を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、

予
防
指
導
が
必
要
な
特
定
高
齢
者

に
は「
運
動
器
機
能
向
上
教
室
」や

「
栄
養
改
善
事
業
」な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
一
般
高
齢
者
に
対

し
て
は
「
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
や
「
健
康
・
栄
養
相

談
」な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制

の
充
実
」
で
あ
り
ま
す
が
、
国
民

健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
６
年
間
保
険
税
率
を
据
え

置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
保
険

給
付
費
等
が
年
々
増
加
し
、
こ
こ

数
年
、
実
質
的
な
収
支
が
赤
字
決

算
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
来
年

度
か
ら
75
歳
以
上
の
被
保
険
者
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す

る
こ
と
、
課
税
区
分
に
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
が
加
わ
る
こ
と
な
ど

に
伴
っ
て
、
や
む
な
く
保
険
税
率

の
改
定
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
急
激
な
負
担
増
に
な

ら
な
い
よ
う
、
必
要
な
財
政
支
援

措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の「
老
人
保

健
制
度
」に
替
わ
り「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。
静
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

運
営
し
、
町
が
保
険
料
の
徴
収
及

び
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
被
保
険

者
は
医
療
費
の
地
域
格
差
の
特
例

（
経
過
措
置
）に
よ
り
、
平
成
25
年

度
ま
で
不
均
一
賦
課

ふ

か

が
適
用
さ
れ
、

減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、「
自
助
、
共
助
、
公
助
の

輪
に
よ
る
支
え
合
い
で
自
立
を
支

援
す
る
」取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
地
域
の
支
え
合
い
活
動

促
進
と
自
立
支
援
」で
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
多
様
な
生
活
課
題
を
地
域

全
体
で
解
決
し
て
い
く
仕
組
み
と

し
て
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

設
置
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
た
体
制

づ
く
り
と
し
て
、
民
生
委
員
や
自

主
防
災
会
と
協
力
し
、
災
害
時
要

援
護
者
リ
ス
ト
や
避
難
個
別
支
援

計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
そ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
子
育
て
支
援
の
充
実

と
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
体

制
の
整
備
」
で
あ
り
ま
す
が
、
児

童
虐
待
等
深
刻
な
事
件
が
各
地
で

頻
発
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
安
全

確
保
を
最
優
先
と
し
た
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

児
童
相
談
の
窓
口
に
保
健
師
を
配

置
し
、
県
児
童
相
談
所
と
連
携
し

て
対
応
す
る
と
と
も
に
、
町
内
関

係
機
関
で
組
織
す
る
「
岡
部
町
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を

通
じ
て
、
支
援
が
必
要
な
児
童
に

対
し
て
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

努
め
、
適
切
な
支
援
・
保
護
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
は
、
新
た
に「
こ
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
」と
し
て
改
定
し
、

対
象
者
を
小
学
校
修
了
前
ま
で
の

児
童
に
拡
大
し
て
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
障
害
者
の
自
立
と
社
会

参
加
の
支
援
」で
あ
り
ま
す
が
、

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」施
行
か
ら

１
年
半
が
経
過
す
る
中
で
、
国
は

利
用
者
負
担
の
見
直
し
と
事
業
者

経
営
基
盤
の
強
化
な
ど
の
緊
急
措

置
を
実
施
す
る
と
し
た
平
成
21
年

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
町
と

し
て
も
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
３
障
害
者
を
対
象
と

す
る
相
談
窓
口
を
充
実
し
、
安

心
・
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う「
生
活
支
援
」や「
自
立
訓
練
」、

「
就
労
支
援
」な
ど
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

自
助
と
支
え
合
い
の
心
に

あ
ふ
れ
、
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
保
健
・
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り

２
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効
果
的
な
交
通
網
の
構
築
や
公

共
交
通
の
充
実
、
安
全
で
人
に
優

し
い
道
路
環
境
の
形
成
、
地
域
の

憩
い
と
防
災
の
拠
点
と
な
る
公
園

づ
く
り
等
を
通
じ
て
、
安
全
か
つ

快
適
に
住
み
続
け
る
た
め
の
社
会

基
盤
の
整
備
を
更
に
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
三
輪
・
内
谷
地
区

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」に
着

手
し
、
来
年
度
か
ら
平
成
24
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、
概
ね

16
億
円
を
投
じ
、
生
活
道
路
や
近

隣
公
園
、
排
水
路
な
ど
の
一
体
的

な
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、「
安
全
で
快
適
に
暮
ら

す
た
め
の
基
盤
及
び
体
制
を
整
備

す
る
」
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

最
初
に
、「
効
果
的
な
交
通
体

系
の
整
備
と
公
共
交
通
の
充
実
」

で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
の

完
成
を
目
指
す
新
東
名
高
速
道
路

や
本
町
の
基
幹
道
路
で
あ
る
県
道

の
未
改
良
部
分
の
早
期
着
工
と
着

工
区
間
の
早
期
完
成
に
つ
い
て
、

県
及
び
関
係
機
関
に
対
し
一
層
強

力
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
引
き
続
き
自
主
運
行
バ
ス

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実

績
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
藤
枝
市
と
と
も
に
検

討
・
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
人
に
や
さ
し
い
交
通

環
境
の
整
備
」
で
あ
り
ま
す
が
、

生
活
道
路
と
な
る
町
道
の
改
良
・

舗
装
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業
の

早
期
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
し
て

整
備
を
計
画
し
て
い
る
道
路
の
測

量
・
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
岡
部
中
央
幹
線
の
電
線

地
中
化
事
業
に
つ
い
て
、
残
区
間

が
県
無
電
柱
化
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
小
規
模
な
補
修
に
つ
い

て
も
、
出
来
る
限
り
の
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
交
通
安
全
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
が
、
交
通
安
全
指
導

員
等
と
連
携
し
た
街
頭
指
導
や
交

通
安
全
教
室
な
ど
の
交
通
安
全
推

進
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
公
園
の
整
備
・
充
実
」

で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
で
整
備
す
る
三
輪
（
近

隣
）
公
園
の
測
量
・
調
査
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
既
存
公
園
に
つ

い
て
も
、
地
元
町
内
会
等
と
連
携

し
て
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
水
資
源
の
確
保
と
水

道
施
設
の
整
備
」で
あ
り
ま
す
が
、

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
老
朽
管
の
布
設
替
を
実
施

し
、
安
全
で
安
定
的
な
給
水
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
簡
易

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
の

健
全
化
を
図
る
た
め
、
殿
西
ノ
平

簡
易
水
道
と
青
羽
根
飲
料
水
供
給

施
設
の
料
金
を
、
他
の
簡
易
水
道

並
み
に
増
額
改
定
す
る
よ
う
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、「
町
民
・
行
政
の
参
加
と

連
携
で
災
害
や
犯
罪
の
な
い
ま
ち

に
す
る
」取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
災
害
に
強
い
山
・
川

の
整
備
」
で
あ
り
ま
す
が
引
き
続

き
治
山
・
砂
防
・
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
水
害
を
防
止
す
る
た
め
、
朝

比
奈
川
河
川
改
修
事
業
の
早
期
完

成
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
性
の
高

い
普
通
河
川
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、「
防
災
対
策
の
確
立
」

で
あ
り
ま
す
が
、
東
海
地
震
及
び

東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
る
た

め
に
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
圧
死
な
ど
の
減
災
対
策
と
発
災

後
の
救
援
対
策
が
重
要
な
課
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

よ
り
実
践
的
な
総
合
防
災
訓
練
や

地
域
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
、
防

災
意
識
の
啓
発
と
自
主
防
災
組
織

の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
住
宅
の
耐
震
化
と
家
具
転
倒

防
止
器
具
取
付
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
消
防
力
の
強
化
と

救
急
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
常
備
消
防
業
務
を
藤
枝
市

に
委
託
す
る
一
方
、
消
防
団
活
動

の
支
援
と
消
防
車
輌
の
更
新
な
ど

装
備
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
防
犯
体
制
の
確
立
と

防
犯
設
備
の
充
実
」
で
あ
り
ま
す

が
、
自
治
会
に
よ
る
防
犯
活
動
が

成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
自
治
会
や

警
察
、
地
域
安
全
推
進
員
と
の
情

報
交
換
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
防

犯
体
制
の
強
化
と
防
犯
意
識
の
高

揚
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
灯

を
設
置
す
る
な
ど
、
防
犯
設
備
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
消
費
者
支
援
対
策
の

推
進
」
で
あ
り
ま
す
が
、
広
報
紙

等
を
通
じ
て
、
悪
徳
商
法
や
振
り

込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
ず
、「
里
山
や
森
林
の
緑
を

守
り
、
楽
し
み
な
が
ら
活
か
す
仕

組
み
を
つ
く
る
」
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
。

「
里
山
や
森
林
保
全
活
動
の
推

進
」
で
あ
り
ま
す
が
、
農
村
の
持

つ
特
質
を
都
市
住
民
に
体
感
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
里
山
や
森

林
の
保
全
の
重
要
性
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ
ま

で
に
活
動
を
共
に
し
て
き
た
里
山

づ
く
り
の
皆
さ
ん
の
マ
ン
パ
ワ
ー

を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
主

眼
を
置
い
た
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、「
里
山
や
田
園
を
活
か
し

た
空
間
博
物
館
の
整
備
と
活
用
」

で
あ
り
ま
す
が
、
田
園
空
間
整
備

事
業
が
完
了
す
る
た
め
、今
後
は
、

完
成
し
た
施
設
に
つ
い
て
、
地
元

関
係
者
で
組
織
す
る
岡
部
町
田
園

空
間
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
住
民

参
加
に
よ
る
維
持
管
理
及
び
有
効

活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な

生
活
が
で
き
る
ゆ
と
り
と

彩
り
の
ま
ち
づ
く
り

３

里
山
や
田
園
と
共
生
す
る

資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

４

総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練

まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)まちづくり交付金事業(三輪地区の事業予定地)
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次
に
、「
美
し
く
親
し
み
の
あ

る
ふ
る
さ
と
の
川
を
つ
く
る
」
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
排
水
浄
化
に
よ
る
清

流
の
維
持
保
全
・
復
元
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
排
水
浄
化
の
取

り
組
み
や
汚
水
処
理
施
設
の
適
正

管
理
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
環
自
協
や
河
川
環
境

委
員
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
水
質

浄
化
に
取
り
組
む
意
識
の
醸
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
川
に
親
し
み
、
楽
し

み
、学
べ
る
空
間
の
整
備
と
活
用
」

で
あ
り
ま
す
が
、
朝
比
奈
川
河
川

改
修
事
業
に
よ
る
河
川
環
境
整
備

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
に
よ
る
河
川
美
化
運
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
資
源
循
環
型
の
ま
ち
、

公
害
の
な
い
ま
ち
を
つ
く
る
」
取

組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
環
境
自
治
の
推
進
と

資
源
循
環
型
行
動
の
実
践
」
で
あ

り
ま
す
が
、
環
自
協
と
連
携
し
て

「
ご
み
」
の
減
量
化
と
分
別
収
集

の
徹
底
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
や
不
法
投
棄
防
止
体
制
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
活
動
や
啓
発
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
、「
公
害
防
止
活
動
の
推

進
」
で
あ
り
ま
す
が
、
工
場
等
の

立
地
に
際
し
、
環
境
保
全
協
定
の

締
結
を
促
す
と
と
も
に
、
指
導
・

監
視
体
制
の
充
実
に
努
め
、
公
害

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
地
域
資
源
を
活
か
し
、

環
境
と
調
和
し
た
高
次
元
な
農
業

を
進
め
る
」取
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
農
業
の
振
興
と
都
市

と
の
交
流
・
連
携
の
促
進
」
で
あ

り
ま
す
が
、
農
業
・
農
村
の
持
つ

特
質
に
着
目
し
、
更
に
振
興
し
て

い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
ま
し
た
施
策
の
推
進
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
水
田
の
保
全
や

集
団
転
作
の
推
進
、
茶
振
興
協
議

会
が
行
う
岡
部
ブ
ラ
ン
ド
構
築
推

進
事
業（
玉
露
の
海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
開
拓
を
通
じ
た
茶
業
振
興
策
）

の
支
援
な
ど
農
産
品
の
販
路
拡
大

活
動
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
な
ど
の
有

害
鳥
獣
対
策
、
農
用
地
の
利
用
集

積
の
啓
発
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
い
制
度
事
業
な
ど
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
殿
地
区
で

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
に
取
り
組
み
、
農
村
環
境
を

守
る
地
域
ぐ
る
み
の
共
同
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
定
期
変
更
と
し
て
20
年

度
に
計
画
の
見
直
し
作
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
農
業
を
担
う
体
制
の

整
備
」
で
あ
り
ま
す
が
、
優
秀
な

農
業
後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
、

認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し
と
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
、
農
業
振
興
会

の
地
産
地
消
に
よ
る
経
営
の
安
定

化
を
図
る
活
動
な
ど
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
農
業
を
支
え
る
生
産

基
盤
の
充
実
」
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
整
備
し
た
基
盤
施
設
を

補
完
す
る
た
め
、
地
域
と
の
協
働

事
業
と
し
て
、
原
材
料
支
給
な
ど

に
よ
る
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
県
営
事
業
の
農
免
農
道

「
葉
梨
・
朝
比
奈
地
区
」
整
備
事

業
や
河
川
応
急
対
策
事
業
（
小
園

瀬
戸
川
原
頭
首
工
）
の
早
期
完
成

を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

規
範
意
識
や
道
徳
心
の
低
下
な

ど
心
が
貧
し
く
な
っ
て
い
る
社
会

に
お
い
て
、
心
身
と
も
に
健
康
な

人
間
の
形
成
は
急
務
で
あ
り
、
人
づ

く
り
の
基
礎
で
あ
る
教
育
・
文
化
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
果
た
す

役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、「
学
校
と
家
庭
・
地
域

が
融
合
し
て
、
子
供
た
ち
の
豊
か

な
感
性
・
創
造
力
や
社
会
性
を
育

む
」
取
組
み
で
あ
り
ま
す
。

「
学
校
教
育
の
充
実
と
地
域
と

の
融
合
の
推
進
」で
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

習
得
と
道
徳
心
並
び
に
公
共
心
の

涵
養

か
ん
よ
う

、
個
性
重
視
に
基
づ
く
学
力

と
能
力
の
伸
長
、特
別
支
援
教
育
、

国
際
理
解
を
促
す
外
国
語
教
育
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
勤
労
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
賞
揚

し
ょ
う
よ
う

に
も
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

の
実
情
に
応
じ
、
計
画
的
に
教
育

環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、「
ま
ち
の
文
化
風
土
を
醸

成
す
る
」取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
生
涯
学
習
の
機
会
や
場

の
充
実
」で
あ
り
ま
す
が
、
生
涯
学

習
の
拠
点
で
あ
る「
町
民
セ
ン
タ
ー

お
か
べ
」に
つ
い
て
は
、
空
調
設
備

等
営
繕
工
事
に
よ
る
環
境
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
町

民
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
社
会
教
育
・
学
習
文
化
活
動
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
伝
統
・
歴
史
・
文
化

を
大
切
に
す
る
岡
部
文
化
の
醸

成
」
で
あ
り
ま
す
が
、
自
主
事
業

に
よ
る
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞

や
、「
村
越
化
石
」
顕
彰
俳
句
大

会
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
・
郷
土

意
識
の
高
揚
・
豊
か
な
心
を
生
み

出
す
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

教
育
・
文
化
や
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

実
り
豊
か
な
人
生
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

５

ごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進しますごみの分別収集を推進します

農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)農地・水・環境保全向上対策事業(殿コスモス畑)

岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館岡部町民体育館
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次
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
醸

成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推

進
」
で
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
充
実
や
健
康
増
進
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
岡
部
町
民

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
改
築
の
た

め
の
建
設
準
備
基
金
を
積
み
立
て

る
と
と
も
に
、
建
築
設
計
等
を
実

施
し
、
早
期
に
建
設
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
「
巨
石
の
森
公
園
」
の
防
球
ネ

ッ
ト
の
整
備
と
管
理
棟
の
塗
装
修

繕
を
実
施
し
ま
す
。

次
に
、「
国
内
交
流
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
埼

玉
県
深
谷
市
な
ど
と
の
相
互
交
流

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

長
野
県
飯
綱
町

い
い
づ
な
ま
ち

と
の
産
業
交
流
を

始
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、「
安
心
と
信
頼
を
支
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
」
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
支
援
と
活
動
の
充
実
」
で
あ

り
ま
す
が
、
自
治
会
・
町
内
会
の

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
町

職
員
地
区
担
当
制
度
な
ど
に
よ

り
、
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
そ

の
改
善
に
自
ら
取
り
組
む
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
充
実
」
で
あ
り
ま
す
が
、
自
治

会
・
町
内
会
等
の
活
動
拠
点
と
な

る
地
区
集
会
施
設
の
整
備
・
改
修

と
設
備
の
充
実
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
ず
、「
環
境
と
調
和
し
、
地

域
の
資
源
を
活
か
し
た
計
画
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
取
り
組

み
で
あ
り
ま
す
。

「
環
境
と
調
和
し
た
計
画
的
な

土
地
利
用
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す

が
、
工
業
系
の
立
地
は
、
横
添
・

川
原
町
地
区
の
特
別
用
途
地
区
変

更
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
趣
旨
に
沿

っ
た
企
業
誘
導
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
藤
枝
市
と
連
携
し
て
取

り
組
む
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
定
期
変
更
に
お
い
て
は
、
合
併

後
の
土
地
利
用
を
念
頭
に
農
用
地

利
用
計
画
の
全
面
的
見
直
し
を
行

い
、
地
域
振
興
へ
の
道
筋
を
明
ら

か
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
旧
東
海
道
を
活
か
し
、
交

流
を
高
め
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
」取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
旧
東
海
道
の
歴
史
や

景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
で
あ
り
ま
す
が
、
岡
部
宿

内
野
本
陣
史
跡
に
つ
い
て
、
地
域

の
伝
統
・
文
化
を
次
世
代
に
継
承

す
る
貴
重
な
財
産
と
し
て
、ま
た
、

地
域
づ
く
り
の
推
進
拠
点
と
し
て

計
画
的
な
整
備
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
年
内
の
用
地
取
得
に
向
け
て

交
渉
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
東
海
道
」
の
宿
場
文

化
を
保
存
・
伝
承
し
、
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
宿
場

同
士
の
友
好
関
係
を
築
く
た
め
、

国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
東
海
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

次
に
「
広
域
的
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
観
光
地
づ
く
り
の
推
進
」
で

あ
り
ま
す
が
、
お
も
て
な
し
の
心

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
の
案

内
業
務
か
ら
細
心
の
心
遣
い
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
今
年
は

朝
比
奈
大
龍
勢
の
年
で
あ
り
、
大

手
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
の
で
旧
に
倍
す
る
配
慮
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
静

岡
空
港
の
開
港
を
念
頭
に
、
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

「
商
業
振
興
と
中
心
市
街
地
活

性
化
の
促
進
」
で
あ
り
ま
す
が
、

各
団
体
と
連
携
し
施
策
の
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
ふ
れ
あ
い
と
や
す
ら

ぎ
の
里
・
朝
比
奈
を
形
成
す
る
」

取
組
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、「
朝
比
奈
な
ら
で
は
の
魅

力
を
活
か
し
た
体
験
と
交
流
の
場

づ
く
り
と
活
用
」で
あ
り
ま
す
が
、

今
年
は
、
岡
部
町
と
し
て
最
後
の

「
朝
比
奈
大
龍
勢
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
全
国
に
誇
る
地
域
の
伝
統
文

化
と
し
て
積
極
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
魅
力
を
更
に
広
く

全
国
に
紹
介
し
「
日
本
の
祭
り
」

と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
、
実
行

委
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
民
間

主
導
の
企
画
運
営
を
探
っ
て
い
た

だ
き
、
楽
し
み
や
賑
わ
い
を
創
造

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、「
顧
客
志
向
を
重
視

し
た
玉
露
の
里
の
魅
力
向
上
」
で

あ
り
ま
す
が
、
玉
露
の
里
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
運
営
管
理
の
あ
り

方
等
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
椿
園
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
定
植
し
た
椿
の
管
理
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
計
画
的
な
整

備
が
で
き
る
よ
う
用
地
測
量
の
実

施
と
整
備
計
画
の
策
定
を
行
い
、

合
併
後
の
市
に
引
き
継
い
で
ま
い

り
ま
す
。

以
上
、
所
信
の
一
端
と
施
策
の

大
綱
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本

町
は
、
今
年
で
、
昭
和
30
年
に
旧

岡
部
町
と
朝
比
奈
村
が
新
設
合
併

し
て
53
年
に
な
り
ま
す
。こ
の
間
、

度
重
な
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な

ど
幾
多
の
困
難
に
遭
遇
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
り
、そ
れ
ら
を
克
服
し
、

今
日
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
伝
統
あ
る
岡
部
町
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
は
、
そ
の

寂
寥
感

せ
き
り
ょ
う
か
ん

を
到
底
拭
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

努
力
に
よ
っ
て
今
日
の
発
展
を
成

し
遂
げ
て
き
た
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
藤
枝
市
と
合
併
し
て
も
、
こ

の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
・
歴
史
・

文
化
を
継
承
し
、「
人
・
ま
ち
・

自
然
が
美
し
く
、
夢
と
活
力
あ
ふ

れ
る
文
化
の
都
市
」
の
一
翼
を
担

う
「
豊
か
な
自
然
と
温
か
な
人
間

が
織
り
成
す
『
ふ
る
さ
と
岡
部
地

区
』」
と
し
て
永
久

と

わ

に
発
展
し
続

け
る
も
の
と
固
く
信
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
は
、
私
も
、
職

員
も
「
一
生
懸
命
」
を
行
動
の
指
針

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
合
併
に
向
け

た
職
員
の
一
生
懸
命
な
取
組
み
を
ご

支
援
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
、
私
の

施
政
方
針
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

豊
か
な
交
流
・
出
会
い
か

ら
新
た
な
価
値
の
創
造
や

も
の
づ
く
り
を
起
こ
す
活

気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

６

岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡岡部宿内野本陣史跡
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予
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会

計(

平
成
20
年
度
か
ら
新
た
に
加

わ
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
、国
保
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
汚
水
処

理
な
ど
８
会
計)

と
、
公
営
企
業

会
計(

水
道
事
業)

か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
予
算
総

額
は
、
71
億
６，
５
２
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
５
・
３
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
予
算
額

は
、
前
年
度
に
比
べ
18
・
４
％
、

６
億
６，
０
０
０
万
円
増
え
、
42
億

４，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
、
懸
案
で
あ
っ
た

岡
部
町
民
体
育
館
の
改
築
に
向
け

た
環
境
整
備
や
、
南
部
地
域
を
対

象
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
」
の
実
施
、
町
民
セ
ン
タ
ー

お
か
べ
な
ど
公
共
施
設
の
修
繕
に

か
か
る
ハ
ー
ド
事
業
な
ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
要
因
と
し
て
、
従
来

の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
小
学
校
終
了
ま

で
を
対
象
と
し
た
「
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
」
の
創
設
な
ど
の
ソ

フ
ト
事
業
、
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合

を
は
じ
め
と
し
た
合
併
準
備
経
費

な
ど
を
計
上
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
が
給
付
費
の
伸
び
な
ど
に

よ
り
前
年
度
に
比
べ
16
・
６
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
創
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療

に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
老
人
保

健
が
前
年
度
に
比
べ
89
・
４
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
簡
易
水
道
事

業
は
、
県
道
の
石
上
橋(

宮
島)

の

架
け
替
え
に
伴
い
、
朝
比
奈
中
央

簡
易
水
道
の
布
設
替
経
費
を
計
上

し
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ

58
・
５
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
は
、
岡
部
宿
内
野
本
陣
史
跡

用
地
な
ど
の
購
入
費
を
計
上
し
た

こ
と
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
７
０

７
・
４
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
が
独
自
に
確
保
で
き
る
町
税

(

町
民
税
や
固
定
資
産
税)

な
ど
の

自
主
財
源
と
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
国
や
県
か
ら
補
助
・
交
付
さ
れ

る
国
県
支
出
金
や
町
債
な
ど
の
依

存
財
源
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。平

成
20
年
度
の
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割

合
は
51
・
８
％
で
す
。

町
税
は
、
景
気
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
と

見
込
み
、
前
年
度
に
比
べ
０
・

２
％
増
の
14
億
９，
２
２
９
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
一
方
、
本
町

の
主
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
地

方
交
付
税
は
、
国
が
新
設
し
た
地

概
　
要

歳
　
入

自
主
財
源（
51
・
８
％
） 

依
存
財
源(

48
・
２
％)

町税 
14億9,229万円(35.2％)

分担金及び負担金 
5,481万円(1.3％)

使用料及び手数料 
3,224万円(0.8％)

繰入金 
３億309万円(7.2％)

繰越金 
１億5,000万円(3.5％)

諸収入 
１億5,474万円(3.6％)

財産収入など 
915万円(0.2％)

地方譲与税 
5,900万円(1.4％)

地方交付税 
10億4,000万円 
(24.5％)

国庫支出金 
１億8,830万円(4.4％)

県支出金 
３億4,379万円(8.1％)

町債 
２億3,690万円(5.6％)

その他の交付金 
１億7,570万円(4.2％)

　　 会計区分
 

 

一般会計 

特別会計 

　　国民健康保険事業 

　　後期高齢者医療 

　　老人保健 

　　介護保険 

　　簡易水道事業 

　　土地取得 

　　汚水処理施設維持管理 

　　農業集落排水施設事業 

公営企業会計(水道事業)

     

42億4,000万円 

26億3,670万円 

12億8,900万円 

8,250万円 

8,480万円 

９億5,560万円 

2,900万円 

１億5,340万円 

2,650万円 

1,590万円 

２億8,850万円 

 

35億8,000万円 

29億1,680万円 

11億  510万円  

0 

７億9,800万円 

９億3,670万円 

1,830万円 

1,900万円 

2,650万円 

1,320万円 

３億  950万円 

　  

６億6,000万円 

△２億8,010万円 

１億8,390万円 

8,250万円 

△７億1,320万円 

1,890万円 

1,070万円 

１億3,440万円 

0 

270万円 

△2,100万円 

　 

18.4％ 

△9.6％ 

16.6％ 

皆増 

△89.4％ 

2.0％ 

58.5％ 

707.4％ 

0.0％ 

20.5％ 

△6.8％ 

予　　　　算　　　　額 

20年度 19年度 増　減 伸び率 

平成20年度当初予算が町議会３月定例会で可決されました。
地方財政は今、多くの債務残高を抱え、毎年度の収支不足など大

変厳しい状況下に置かれています。こうした現状を踏まえたうえで、
平成21年１月１日の藤枝市との合併に配慮し、「行財政改革の着実
な推進」、「ふるさと田園都市・岡部の実現と藤枝市への継承」、「円
滑な合併に向けた合併準備経費の計上」の３点に主眼を置き、岡部
町として最後となる予算を編成しました。

役場企画財政課財政グループ　　 667－3421

「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために「ふるさと田園都市・岡部」を藤枝市につなげていくために

総額　71億6,520万円

平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度平成20年度予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算予算
歳　入

※表示単位未満を四捨五入しており予算額と一致しない場合があります。
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方
再
生
対
策
費
な
ど
に
よ
り
前
年

度
に
比
べ
18
・
２
％
増
の
10
億

４，
０
０
０
万
円
、
国
県
支
出
金

は
、
市
町
村
合
併
推
進
交
付
金
や

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
補
助
金

な
ど
を
見
込
み
前
年
度
に
比
べ

69
・
４
％
増
の
５
億
３，
２
０
９

万
円
、
諸
収
入
は
、
藤
枝
市
か
ら

の
合
併
準
備
経
費
負
担
金
な
ど
を

計
上
し
た
た
め
前
年
度
に
比
べ

90
・
２
％
増
の
１
億
５，

４
７
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
や
町
民

セ
ン
タ
ー
お
か
べ
の
営
繕
工
事
に

対
す
る
教
育
文
化
振
興
基
金
の
取

り
崩
し
な
ど
に
よ
る
繰
入
金
を
３

億
３
０
９
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
の
平

成
20
年
度
末
見
込
残
高
は
５
億
８，

７
５
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
的
別
で
み
る
と
、総
務
費
は
、

合
併
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合

経
費
負
担
金
や
役
場
庁
舎
営
繕
工

事
な
ど
前
年
度
に
比
べ
47
・
３
％

増
の
８
億
３，
６
５
４
万
円
、
民

生
費
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
費
な
ど
の
計

上
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
25
・

９
％
増
の
９
億
２
５
１
万
円
、
土

木
費
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
の
着
手
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に

比
べ
64
・
８
％
増
の
３
億
８，
４

２
６
万
円
、
教
育
費
は
、
学
校
や

町
民
セ
ン
タ
ー
お
か
べ
の
営
繕
工

事
や
岡
部
町
民
体
育
館
の
設
計
調

査
、
建
設
準
備
基
金
の
積
立
な
ど

前
年
度
に
比
べ
34
・
５
％
の
６
億

１，
７
３
５
万
円
と
増
額
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
、
衛
生
費
は
、
志
太
広
域

事
務
組
合
へ
の
負
担
金
の
減
な
ど

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
20
・
８
％

減
の
４
億
４，
５
９
１
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

性
質
別
で
み
る
と
、
経
常
的
経

費
が
前
年
度
に
比
べ
11
・
４
％
増

の
33
億
３，
７
１
２
万
円
で
全
体

の
78
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
扶
助
費
が
こ

ど
も
医
療
費
助
成
な
ど
に
よ
り
前

年
度
に
比
べ
21
・
０
％
増
の
３
億

１，
５
４
５
万
円
、
ま
た
、
補
助

費
等
は
合
併
準
備
経
費
負
担
金
な

ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
43
・

３
％
増
の
７
億
４，
６
６
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

一
方
、
建
設
事
業
な
ど
行
う
投

資
的
経
費
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
や
役
場
庁
舎
や
学
校
、
町

民
セ
ン
タ
ー
お
か
べ
の
営
繕
工
事

な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
90
・

２
％
増
の
５
億
３，
７
７
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
　
出

経
常
的
経
費（
78
・
７
％
） 

投
資
的
経
費 

(

12
・
７
％)

そ
の
他
の
経
費 

(

８
・
６
％)

人件費 
９億2,946万円(21.9％)

総務費 
８億3,654万円 
(19.7％)

民生費 
９億251万円 
(21.3％)

衛生費 
４億4,591万円 
(10.5％)

農林水産業費 
１億8,358万円 
(4.3％)

土木費 
３億8,426万円 
(9.1％)

議会・消防・商工費など 
３億3,661万円 
(7.9％)

教育費 
６億1,735万円 
(14.6％)

公債費 
５億3,325万円 
(12.6％)

扶助費 
３億1,545万円(7.4％)

公債費 
５億3,325万円(12.6％)

物件･維持補修費 
８億1,236万円(19.2％)

補助費等 
７億4,660万円(17.6％)

普通建設事業 
５億3,042万円(12.5％)

災害復旧費 
728万円(0.2％)

積立金 
6,827万円(1.6％)

繰出金 
２億6,770万円(6.3％)

その他 
2,920万円(0.7％)

　　  一般会計の主要・新規事業 

○まちづくり交付金事業 

○学校・町民センターおかべ営繕工事 

　町道新設改良事業(新舟笹川線ほか) 

　普通河川維持事業(入野大島排水路ほか) 

○合併準備経費 

○岡部町民体育館設計業務委託 

○岡部町民体育館建設準備基金積立金 

○こども医療費助成事業 

　朝比奈大龍勢補助事業 

　第24回国民文化祭 
　藤枝岡部実行委員会補助事業 

予算額　　 

１億6,006万円 

9,290万円 

4,267万円 

1,519万円 

３億 980万円 

1,570万円 

6,000万円 

2,617万円 

600万円 

110万円 

▼朝比奈大龍勢補助事業

※○印は新規事業

性質別歳出目的別歳出

歳　出
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変わります 

平成20年度から 

健診が 

４
月
か
ら
特
定
健
診
な
ど

が
始
ま
り
ま
す

平
成
20
年
度
か
ら
従
来
の
基
本

(

成
人
病)

健
診
に
替
わ
っ
て
、
40

〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
対
象
に
し
た
特
定
健
診
・
保
健

指
導
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
を
対
象
に
し
た
健
康
診
査
が
始

ま
り
ま
す
。

特
に
、
特
定
健
診
は
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

新
し
い
健
診
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
習
慣
病
は
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
特
定
健
診

を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
病
気
の
進

行
を
早
期
に
発
見
し
、
早
い
段
階

で
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

役
場
窓
口
税
務
課

国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
４
１
４

町
保
健
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
４
１
５

※
国
保
以
外
の
人
は
、
４
月
か
ら

医
療
保
険
者(

健
康
保
険
組
合
、

政
府
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組
合

な
ど)

が
特
定
健
診
・
保
健
指
導

を
行
い
ま
す
。
受
診
場
所
な
ど
は

各
医
療
保
険
者
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
内
の
被
保
険
者
の
健
康
課
題

高
血
圧
な
ど
増
加
傾
向

町
で
は
、
毎
年
基
本
健
診
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次

の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

▼
３
大
生
活
習
慣
病(

心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
、
が
ん)

で
亡
く

な
る
人
が
半
数
以
上

▼
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
の
う

ち
、
高
血
圧
症
だ
っ
た
人
は
６

割
、糖
尿
病
だ
っ
た
人
は
３
割
、

高
脂
血
症
だ
っ
た
人
は
２
割

▼
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
の

う
ち
、
高
血
圧
症
だ
っ
た
人
は

５
割

▼
血
圧
は
、男
性
で
３
人
に
２
人
、

女
性
で
２
人
に
１
人
が
要
注
意

ま
た
は
要
受
診

▼
血
糖
、
中
性
脂
肪
の
異
常
出
現

率
が
増
加
傾
向

▼
過
食
、
早
食
い
、
甘
い
も
の
や

脂
肪
分
を
好
む
、
運
動
不
足
の

人
に
肥
満
の
傾
向

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
早
期
に

異
常
を
発
見
し
、
適
切
な
保
健
指

導
と
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

岡部町国民健康保険 
特定健診（40～74歳） 

次の両方に該当する人 
①本町国民健康保険の加入者で平成20年度
　中に資格異動のない人 
②昭和９年４月１日～昭和44年３月31日生
　まれの人 

静岡県後期高齢者医療 
健康診査（原則75歳以上） 

次の両方に該当する人 
①後期高齢者医療に加入している人 
②血圧、血糖(またはインスリン注射)、コレス
　テロールを下げる薬を服薬していない人 

・その他の各種検診については、５月号でお知らせします。 
・岡部町特定健康診査等実施計画を町のホームページに掲載します。 

40歳～69歳　1,400円 
70歳以上　400円 
オプション費用　500～600円 
※住民税非課税世帯･･･無料、その他詳細はお問合わせください。 

その他 

対　象　者 

・平成19年度に基本健診を受診された人には、５月以降順次、案内書や受診券などを送付します。 
・平成19年度に基本健診を受診されなかった人(３月に実施した希望調査に回答された人は除く)
　は、保健福祉課までお問合わせください。 

申込方法 

・志太医師会検診センター　　　６月（送迎バスあり） 
・保健福祉センターきすみれ　　６月～９月 
・静岡厚生病院　　　　　　　　６月～11月（奇数土曜日も受診可・個別予約制） 

会場・実施時期 

自己負担額 

国
民
健
康
保
険
加
入
の

30
歳
〜
74
歳
の
皆
さ
ん

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

対
　
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
本
町
国
民
健
康
保
険
に
１
年

以
上
加
入
し
て
い
る
人

②
申
込
日
現
在
30
歳
以
上
の
人

③
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

申
込
方
法

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

窓
口
税
務
課
ま
で

検

査

日

申
込
日
か
ら
１
〜
３
カ
月
後

役
場
窓
口
税
務
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
４
１
４

※
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
人
は
、
特
定
健
診
を
受
診

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日帰り 

一泊 

日帰り＋脳 

一泊＋脳 

脳 
 

日帰り 

脳 

日帰り＋脳 

10,500円 

16,500円 

21,000円 

27,000円 

11,100円 
 

12,000円 

10,100円 

18,100円 

健診機関 コース 自己負担額 

藤枝市立総合病院 
�646-1117

平成記念病院 
�646-6181

静岡健診クリニック 
�283-1961
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ムと

は
？

腹
部
の
内
臓
の
周
囲
に
脂
肪
が

た
く
さ
ん
つ
い
て
、
そ
の
上
、
血

圧
が
高
い
、
血
糖
値
が
高
い
、
血

中
の
中
性
脂
肪
が
多
い
な
ど
と
い

っ
た
症
状
が
２
つ
以
上
重
な
っ
た

状
態
で
す
。

動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
な
ど
の
重
い
生
活
習
慣

病
に
進
む
危
険
性
が
と
て
も
高
い

の
で
、
早
い
段
階
で
改
善
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
健
康
診
断
や
自
己

測
定
な
ど
で
、
常
に
自
分
の
体
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
動
体
を
動
か
す
習
慣
を

体
を
動
か
す
と
血
液
の
流
れ
が

よ
く
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費

さ
れ
、
脂
肪
の
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で

も
、
意
識
し
て
体
を
動
か
す
よ
う

に
し
た
り
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、

自
分
の
体
力
に
あ
わ
せ
た
運
動
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

運
動
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト

●
楽
し
ん
で
で
き
る
運
動
を
選
ぶ

●
自
転
車
を
徒
歩
に
変
え
る

●
階
段
を
使
う

●
週
末
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

習
慣
に
す
る

食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

血
糖
値
が
高
く
な
る
と
、
食
事

の
量
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
予
防
す
る
た
め
に
は
、
３
食

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
野
菜
を
多
く
、

脂
肪
や
塩
分
を
控
え
、
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
考
え
た
、
規
則
正
し
い

食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

平成21年 

１月 

２月 

３月 

町県民税 固定資産税 
都市計画税 

軽自動車税 国民健康 
保険税 

国税・県税 介護保険料 
(普通徴収)

後期高齢者医療保険料 
(普通徴収)

平成20年度から始
まる75歳以上を対
象とした新しい医
療保険制度です。こ
の納期は普通徴収
の納期です。 

５日 
(第２期)

７日 
(第１期)

５日 
(第３期)

13日 
(第４期)

５日 
(第１期)

５日 
(第２期)

６日 
(第３期)

５日 
(第４期)

７日 
(全期)

31日 
自動車税 

１日 
所得税(第１期) 
31日 

事業税(第１期)

30日 
所得税(第２期) 
事業税(第２期)

５日 
(第１期)

７日 
(第２期)

５日 
(第３期)

５日 
(第４期)

６日 
(第５期)

５日 
(第７期)

13日 
(第８期)

５日 
(第９期)

５日 
(第10期)

５日 
(第１期)

７日 
(第２期)

５日 
(第３期) １期 9月１日 

9月30日 

10月31日 

12月１日 

１月５日 

２月２日 

３月２日 

３月31日 

２期 

３期 

４期 

５期 

６期 

７期 

８期 

５日 
(第４期)

６日 
(第５期)

５日 
(第６期)

５日 
(第６期)

５日 
(第７期)

13日 
(第８期)

５日 
(第９期)

５日 
(第10期)

15日 
所得税(第３期)

平成20年度　町税等納期一覧表 

納付は便利な
口座振替を
ご利用ください

うっかり納税を忘れて未納になる心配もなく、納期のたび

に納めに行く手間が省けます。

手続き方法 口座振替を希望する通帳と通帳届出印を持参

の上、下記の指定金融機関または役場窓口税

務課へお申し出ください。

取扱金融機関 スルガ銀行・焼津信用金庫・大井川農業協同

組合・静岡銀行・清水銀行・ゆうちょ銀行

役場窓口税務課徴収グループ　 667－3413

特定健診でチェックされる検査数値 
男性85㎝以上 
女性90㎝以上 

または BMI 25以上 

最高血圧130以上 
最低血圧85以上  
空腹時血糖値100以上 
HbA1c5.2％以上 
中性脂肪150以上 
HDLコレステロール値40未満 

いずれかまたは両方 

いずれかまたは両方 

腹　　囲 

血　　圧 

血　　糖 

脂　　質 
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３
月
13
日
、
焼
津
市
役
所
に
お
い
て
平
成
19
年
度
長
寿
動
物
飼
養
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
動
物
愛
護
精
神
の
高
揚
に
努
め
、
動

物
の
適
正
管
理
に
よ
り
長
寿
動
物
を
管
理
す
る
飼
養
者
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

長
寿
動
物
飼
養
者
表
彰

午前９時30分～10時30分 

午前10時50分～11時30分 

午後１時10分～２時 

午後２時10分～３時 

午前９時30分～10時30分 

午前10時50分～11時30分 

午後１時10分～２時 

午後２時10分～３時 

いきいき交流センター駐車場 

巨石の森公園駐車場 

きすみれ駐車場 

町民センターおかべ駐車場 

羽佐間会館 

横添集会場 

三輪公民館 

三輪オレンジ集会場 

４月21日(月)

日　時 

注射・登録の日程と会場 
会　　場 時　　間 

４月22日(火)

剪定枝の出し方 
　今まで剪定枝は葉を取って、枝だけエコステーシ
ョンで回収していましたが、４月からは葉がついた
枝の状態で回収できます。 

シュレッターのごみの出し方 
　今までシュレッターのごみは燃やすごみとして処
理していましたが、４月から雑がみとして回収しま
す。紙袋に入れて雑がみの日に出してください。 

陶器ほかの収集日の出し方 
　現在、陶器ほかの収集日には、陶器類、化粧品の
びん、板ガラス、ガラス製品、鏡を回収しています。
地域のごみステーションに出すときは、次のように
出してください。 

燃やすごみの 
収集日 

雑がみの 
収集日 

箱を仕分けて出す 

化粧品のびん 

陶器類・板ガラス 
鏡・ガラス製品 陶器類・化粧品のびん 

板ガラス・鏡 
ガラス製品 

平成20年3月まで 

平成20年3月まで 

平成20年4月から 

平成20年4月から 

飼
い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
年
１
回
の
予
防
注
射
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
７
年
度
よ
り
犬
の
登
録
は
生
涯

１
回
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
未
登

録
の
犬
を
取
得
し
た
人
の
み
、
登

録
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

次
の
日
程
に
よ
り
、
予
防
注
射
と

登
録
を
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
登
録
は
で
き
る
だ

け
事
前
に
役
場
生
活
水
道
課
で
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

役
場
生
活
水
道
課
環
境
担
当

６
６
７
‐
３
４
１
８

【
持
ち
物
】

●
郵
送
さ
れ
た
は
が
き(

持
参
さ
れ

な
い
と
時
間
が
か
か
り
ま
す)

●
愛
犬
手
帳

（
す
で
に
手
帳
が
あ
る
人
）

●
注
射
手
数
料
　
３，
３
２
０
円

●
登
録
料
　
　
　
３，
０
０
０
円

（
未
登
録
の
犬
の
み
）

●
フ
ン
の
処
理
道
具

【
注
意
事
項
】

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
特
別
な

場
合
を
除
き
、
４
月
〜
６
月
の

間
に
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
犬
が
暴
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
首
輪
や
ク
サ
リ
は
丈
夫

な
も
の
を
用
意
し
、
犬
を
つ
か

ま
え
て
い
る
こ
と
の
で
き
る
人

が
つ
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
フ
ン
を
し
た
場
合
に
備
え
、
シ

ャ
ベ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

用
意
し
、
責
任
を
も
っ
て
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
が
死
亡
、
ま
た
は
所
在
地
の

変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
役
場
生
活
水
道
課
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
日
程
の
期
間
に
都
合
の
つ

か
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
料
金
に

つ
い
て
は
直
接
病
院
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛犬
の予防注射と

登
録をお忘れなく

！

愛犬
の予防注射と

登
録をお忘れなく

！

愛犬
の予防注射と

登
録をお忘れなく

！

岡
本
光
弘
さ
ん
（
内
二
第
三
）

く
る
み
ち
ゃ
ん

17
歳
３
ヶ
月

大
須
賀
久
雄
さ
ん(

子
持
坂)

大
和
ち
ゃ
ん

17
歳
３
ヶ
月

前
島
清
司
さ
ん(

宮
島)

ク
ロ
ち
ゃ
ん

16
歳
９
ヶ
月

～お知らせ～
ごみの出し方が変わります



13

住　　所 電　　話 

参加希望 
講　　座 

１回　　２回　　３回　　４回　　５回　　６回　　７回　　８回　　全部の回に参加 

※上記のいずれかを○で囲んでください。 

保 護 者 
（ふりがな） 

子 ど も  

 年 月 日生 歳　男・女 

 年 月 日生 歳　男・女 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10 
11 
12

 ４月24日(木) 
 ５月24日(土) 
 ６月19日(木) 
 ７月24日(木) 
 ８月７日(木) 
 ９月11日(木) 
10月９日(木) 
11月 
11月13日(木) 
12月25日(木) 
平成21年１月22日(木) 
平成21年３月12日(木)

子育て支援センター 
いきいき交流センター 
子育て支援センター 
保健福祉センターちびっこルーム 
保健福祉センターちびっこルーム 
子育て支援センター 
巨石の森公園 
町民センターおかべ 
子育て支援センター 
保健福祉センターちびっこルーム 
子育て支援センター 
いきいき交流センター 

制作遊び(パネルシアター作り) 
親子触れ合い遊び(ミニミニ運動会) 
絵本の読み聞かせ(岡部おはなしの会) 
人形劇鑑賞(茶問屋･ショーゴ) 
子育て＆総体法(講師:平井弘美氏) 
岡部町出前講座「乳幼児の救急救命法」 
親子ピクニック(どんぐり拾い) 
歌おう童謡コンサート 
焼いも会 
リズム遊び「メリークリスマス！」(ECO モーション) 
文集作り 
親子交通安全教室(藤枝警察署交通安全指導員)

子育て広場「じゃんけんぽん」　年間スケジュール 
と　　き と　こ　ろ 内　　　容 

応援します 
親子のふれあい 

平成20年度 子育て支援センターの活動 

応援します 
親子のふれあい 
応援します 
親子のふれあい 
応援します 
親子のふれあい 
子育て支援センターでは、町内の就園前の子どもと保護者を対

象に、子育て支援事業に取り組んでいます。同じ年齢の子どもを
持つ親同士の交流や情報交換など、楽しんで子育てができる方法
を一緒に学んでみませんか。

子育て支援センター　　 668－0200

FAXでの申込みもできます　　 668－0200FAX

子育て広場「じゃんけんぽん」参加者募集！
対　象 未就園児とその保護者
時　間 午前10時～11時30分
受付時間 午前９時45分
申込期限 ５月15日(木)まで
※４月の講座は自由参加です。

〒421-1102 岡部町宮島517－1
子育て支援センター
・ 668－0200FAX

子育てに関することを気軽に相談してください。
と　き 毎週月曜日～金曜日
時　間 午前８時30分～午後５時

子育て相談
(電話相談・来所相談)を
行っています。

（キリトリ）



14

タウンニュース タウンニュース Town News

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ

せ
、
岡
部
町
消
防
団（
池
田
祐
一
郎

団
長
）は
、
三
輪
地
区
の
高
草
山
中

腹
で
高
所
中
継
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

山
林
よ
り
出
火
し
炎
上
中
で
あ
る
こ
と

を
想
定
し
て
、
山
麓
の
防
火
水
槽
か
ら
給

水
し
、
高
低
差
が
約
80
ｍ
あ
る
約
１
・
３

㎞
先
の
現
場
ま
で
、
ポ
ン
プ
車
６
台
を
中

継
し
て
放
水
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
消
防
活
動
が
困
難
な
山
林
火

災
に
対
し
て
、
消
防
団
の
総
合
力
を
も
っ

て
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
、
毎
年
、

火
災
の
多
い
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
約
１
０
０
人
の
団
員
が

参
加
し
、
統
制
さ
れ
た
迅
速
で
的
確
な
行

動
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

山
火
事
に
備
え
て
高
所
中
継
訓
練

〜
岡
部
町
消
防
団
〜

▼訓練は畑総農道を利用して行われました

町
民
セ
ン
タ
ー
お
か
べ
で
第
38
回

岡
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
か

れ
、
会
員
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
15
人
の
会
員
が
優
良
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
村
松
長
司
会
長
は

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
み
く
に
保
育
園
の
加
藤
益
久

園
長
を
講
師
に
迎
え
「
笑
い
と
健
康
」
と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
会

員
に
よ
る
銭
太
鼓
や
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
エ
に

書
道
や
写
真
、
絵
て
が
み
も
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
一
点
一
点
丁
寧
に
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

互
い
に
助
け
あ
い
、
地
域
を
支
え
よ
う

〜
岡
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
〜

▼村松会長から表彰をうける優良会員

第
42
回
静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評

会
が
開
か
れ
、
餅
田
朝
司
さ
ん(

廻

沢)

が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

餅
田
さ
ん
が
出
品
さ
れ
た
青
島
ミ
カ
ン

は
、
総
出
品
数
４
２
４
点
の
中
か
ら
最
高

の
評
価
を
得
ま
し
た
。
平
成
７
年
１
月
に

行
わ
れ
た
第
29
回
品
評
会
で
も
同
賞
に
輝

か
れ
、
今
回
で
２
度
目
の
受
賞
で
す
。

受
賞
し
た
昨
年
の
ミ
カ
ン
栽
培
に
つ
い

て
「
昨
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
の
で
、
糖
度

が
高
い
ミ
カ
ン
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
予

措(

ミ
カ
ン
の
皮
の
水
分
を
減
ら
し
、
貯
蔵

に
適
し
た
ミ
カ
ン
に
す
る
作
業)

も
う
ま
く

で
き
、
色
の
良
い
ミ
カ
ン
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

13
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄
誉
あ
る
受
賞

〜
餅
田
さ
ん
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
〜

▼農林水産大臣賞を受賞した餅田さん

岡
部
町
内
会
館
で
第
１
自
治
会
文

化
講
和
会
が
開
か
れ
、
地
域
の
住
民

90
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
若
宮
八
幡

宮
は
今
年
で
千
百
年
を
迎
え
、
３
年
に
１

度
の
大
祭
の
年
に
も
あ
た
り
、
９
月
に
は

町
指
定
民
俗
文
化
財
の
神
こ
ろ
ば
し
と
七

十
五
膳
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
若
宮
八
幡
宮
の
三
輪
宣
明

宮
司
を
講
師
に
迎
え
千
百
年
の
歴
史
と
文

化
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
若

宮
八
幡
宮
が
古
来
よ
り
岡
部
氏
を
は
じ
め
、

近
隣
７
郷(

岡
部
、
内
谷
、
仮
宿
、
横
内
、

高
田
、
村
良
、
兎
島)

の
鎮
護
の
神
と
し
て

人
々
に
崇
め
ら
れ
て
き
た
な
ど
の
話
に
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

若
宮
八
幡
宮
千
百
年
の
歴
史
を
学
ぶ

〜
第
１
自
治
会
文
化
講
話
会
〜

▼若宮八幡宮の由緒を頷きながら聞く参加者

２３/

２/24

２/28

17１/



15

Check http://www.town.okabe.shizuoka.jp
岡部町ホームページアドレス 

道
の
駅
「
宇
津
ノ
谷
峠
」
に
峠
周

辺
を
紹
介
し
た
案
内
板
が
完
成
し
、

静
岡
市
側
の
道
の
駅
で
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
案
内
板
は
、「
道
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
事
業
の
一
環
で
、
地
域
住
民
と
行

政
が
連
携
し
、
多
く
の
人
に
宇
津
ノ
谷
峠

の
歴
史
・
文
化
的
価
値
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
作
ら
れ
ま
し
た
。

宇
津
ノ
谷
峠
に
は
、
伊
勢
物
語
で
も
詠

ま
れ
て
い
る
「
つ
た
の
細
道
」、
レ
ン
ガ
造

り
の
「
明
治
ト
ン
ネ
ル
」、
毎
日
多
く
の
車

が
行
き
来
す
る
「
昭
和
・
平
成
の
ト
ン
ネ

ル
」
と
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
案
内
板
は
、
岡
部
側
と
静

岡
側
の
双
方
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
遷
す
る
宇
津
ノ
谷
峠
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介

〜
道
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜

▼披露された案内板を見る人たち

つ
た
の
細
道
公
園
を
流
れ
る
木
和

田
川
で
、
横
添
ふ
る
さ
と
会(

小
長

谷
康
逸
会
長)

に
よ
る
ホ
タ
ル
の
幼

虫
の
放
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
に
は

地
域
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
が
参
加
し
、
約

３
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の

幼
虫
は
「
カ
ワ
ニ
ナ
」
と
い
う
貝
類
を
食

べ
、
脱
皮
を
繰
り
返
し
、
４
月
に
は
上
陸

し
さ
な
ぎ
に
な
り
、
６
月
に
羽
化
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
紙
コ
ッ
プ
で
数
匹

ず
つ
川
に
放
ち
ま
し
た
。
川
端

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
立
派

に
成
長
し
た
ホ
タ
ル
に
会
え

る
の
を
楽
し
み
に
、
川
底
の

幼
虫
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

夏
ま
で
元
気
に
育
っ
て
ね

〜
ホ
タ
ル
幼
虫
の
放
流
会
〜

▼元気に育つよう願いながら幼虫を丁寧に放流する子どもたち

岡
部
中
学
校
で
生
徒
会
か
ら
町
社

会
福
祉
協
議
会(

長
谷
川
晃
士
会
長)

に
車
椅
子
１
台
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
車
椅
子
は
、
生
徒
会
福
祉
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
生
徒
に
呼
び
か
け
て

集
め
た
古
紙
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
集
め
た

収
益
で
購
入
し
た
も
の
で
す
。
岡
部
中
で

は
、
平
成
４
年
か
ら
車
椅
子
の
寄
付
を
し

て
お
り
、
今
年
で
23
台
に
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
増
田
局
長
は
「
皆

さ
ん
の
善
意
を
町
の
福
祉
に
役
立
て
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回
寄

付
さ
れ
た
車
椅
子
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
設
置
さ
れ
利
用
さ
れ
ま
す
。

町
の
福
祉
に
協
力

〜
岡
中
生
徒
会
が
車
椅
子
を
寄
付
〜

▼生徒会代表から車椅子の寄付を受ける増田局長

第
５
自
治
会
で
は
、
高
齢
社
会
に

お
け
る
身
近
な
問
題
等
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
た
め
、

「
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
制

度
」
を
利
用
し
、
岡
部
中
学
校
頸
志
館
で

文
化
推
進
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

前
半
は
藤
枝
市
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
劇
団

「
ほ
の
お
」
を
招
い
て
「
ふ
れ
あ
い
家
族
」

を
テ
ー
マ
に
演
劇
を
開
催
し
ま
し
た
。
後
半

で
は
劇
団
主
宰
大
石
さ
き
さ
ん
が
「
元
気
に

生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
の
高
齢
者
の
問

題
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
の
身
近
な
高
齢
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

〜
第
５
自
治
会
文
化
推
進
事
業
〜

▼講演を行う大石さん

３/９３/13

３/８
ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫ホタルの幼虫

カワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナカワニナ

３/８
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福
祉
避
難
所
は
、
岡
部
町
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
ま
す
。
福
祉
避
難
所
は
通
常

の
避
難
所
よ
り
も
要
援
護
者
に
適
し
た
介
護
な

ど
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

要
援
護
の
対
象
者

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
対
象

者
は
、
自
分
の
身
に
危
険
が
差
し
迫
っ
て
も
そ

れ
を
察
知
で
き
な
い
人
や
、
周
囲
の
人
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
対
象
で
す
。
具
体
的

に
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
３
以

上
の
判
定
を
受
け
て
い
る
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
程

度
等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方

▽
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
程
度
区
分
が
Ａ

の
判
定
を
受
け
て
い
る
方

▽
障
害
者
自
立
支
援
法
第
52
条
の
規
定
に
よ
り
、

自
立
支
援
医
療
費
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方

▽
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
る
難
病
患
者
の
方

▽
そ
の
他
前
各
号
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
方
や

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方

※
「
在
宅
」
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。「
施

設
」
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
そ
の
施
設
に
お

い
て
災
害
時
の
対
応
を
と
り
ま
す
。

町
保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
４
１
５

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員(

臨
時)

募
集

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

仕
事
内
容

調
理
、
洗
浄
業
務

勤
務
期
間

４
月
〜
平
成
21
年
３
月

勤
務
時
間

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
４
時

※
そ
の
他
詳
し
く
は
給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で

岡
部
町
災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

災
害
時
に
、
高
齢
の
方
や
重
度
の
障
害
が
あ

る
方
な
ど
災
害
弱
者
と
呼
ば
れ
る
方
々
の
避
難

支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
岡
部
町
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

主
な
目
的

▽
要
援
護
者
避
難
支
援
計
画(

全
体
的
な
計
画)

▽
要
援
護
者
台
帳
の
作
成(

主
に
災
害
時
の
安

否
、
所
在
確
認
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す)

町
が
把
握
し
て
い
る
情
報
を
基
に
作
成
し
ま
す
。

▽
要
援
護
者
ご
と
に
個
別
作
成
さ
れ
る
避
難
支
援
計
画

災
害
時
に
避
難
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
要

援
護
者
で
か
つ
、
地
域
の
民
生
委
員
に
よ
る
個

別
避
難
支
援
計
画
作
成
確
認
に
つ
い
て「
同
意
」

の
意
志
表
示
を
し
た
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

▽
福
祉
避
難
所
の
設
置

町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

６
６
７
‐
１
５
２
５

青
少
年
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
て

子
ど
も
た
ち
と
挨
拶
を
か
わ
し
ま
せ
ん
か

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

未
来
を
担
う
子
ど
も
は
み
ん
な
の
宝
で
す
。

岡
部
町
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
「
み
ん
な
が
あ
い
さ
つ
を
掛
け
合

え
る
町
」
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
　
象

ど
な
た
で
も
。
誘
い
合
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

と
　
き

毎
月
第
２
水
曜
日(

８
月
を
除
く)

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
ぐ
ら
い

(

子
ど
も
が
通
る
時
間)

と
こ
ろ

ご
自
宅
近
く
の
小
中
学
生
が
通
る
交

差
点
や
、
各
小
中
学
校
校
門

散
歩
な
ど
移
動
し
な
が
ら
も
可

内
　
容

毎
月
１
回
、
町
全
体
で
あ
い
さ
つ
運

動
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
は
登
録
し

て
い
た
だ
き
、腕
章
を
配
布
し
ま
す
。

申
込
方
法

教
育
委
員
会
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
７
５
５

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
が

新
た
に
設
け
ら
れ
ま
す

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

４
月
か
ら
、
各
医
療
保
険(

国
民
健
康
保
険
、

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度)

と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
の
合
計
額
が
、
１
年
間
で
一
定
の
金
額(

限

度
額)

を
超
え
た
場
合
に
申
請
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
限
度
額
を
超
え
た
分
が
後
日
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
基
本
的
に
平
成
21
年

お
知
ら
せ

広告
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どし どし どし どし どし どし ご応募ください。 ご応募ください。 

1段（5cm×18cm） 

5,000円 

広報おかべに広告を掲載してみませんか？ 

「主に町内で活動している団体やサークル」 
「わが子・わが孫（3歳児未満）」を 
広報おかべに掲載してみませんか？（無料） 

1枠（5cm×9cm） 

3,000円 

役場総務課広報情報グループ　　６６７－３４１１ 

お任せ下さい　確かな介護 

楽しく、ゆったり、自分らしく 

デイサービス 

より愛 
一日無料体験 
実施中 

岡部町玉取１４７６－１　　　６６８－０２１３ 

広告

８
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

役
場
窓
口
税
務
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
４
１
４

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
４
１
５

玉
露
の
里
「
春
ま
つ
り
」

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

と
　
き

４
月
５
日(

土)

〜
６
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時(

６
日
は
午
後
３
時
ま
で)

と
こ
ろ

玉
露
の
里
周
辺

内
　
容

た
け
の
こ
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
手
揉

み
茶
実
演
、
野
点(

抹
茶)

、
物
産
市
、

入
館
者
サ
ー
ビ
ス(

桜
飴
１
袋)

イ
ベ
ン
ト

４
月
６
日(

日)

午
前
11
時
　
紙
芝
居

正
午
　
　
　
け
ま
り
太
鼓
演
奏

午
後
１
時
　
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
　
　

玉
露
の
里
　

６
６
８
‐
０
０
１
９

窓口税務課からのお知らせ

■５月の町税等納期
納付期限 ５月７日(水)

納付税目 軽自動車税(全期)

汚水使用料(４月分)

農業排水使用料(４月分)

・口座振替を利用する人は、前日までに

預金残高を確認してください。

・納付書を利用する人は、忘れずに納付

しましょう。

役場窓口税務課徴収グループ

667-3413

■毎週木曜日は『夜間納税相談日』
「仕事が終わった後に納付できないか」

「未納の税について相談したい」など、納税

に関するさまざまな相談を行っています。

気軽にお立ち寄りください。

相談日 毎週木曜日（祝日を除く）

相談時間 午後８時まで

役場窓口税務課徴収グループ

667-3413

■年金相談
《休日》

と　き ４月12日(土)

時　間 午前９時30分～午後４時

ところ 島田社会保険事務所

※社会保険事務所への年金記録照会の申

請については、役場窓口でも受け付ける

ことができます。委任状など必要になる

場合がありますので、詳しくは窓口税務

課までお問合せください。

役場窓口税務課国保年金グループ

667-3414

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集

藤枝市・岡部町合併記念

ＮＨＫラジオ「真打ち競演」公開録音
観覧者募集
と　き ６月６日(金)

開場：午後６時
開演：午後６時30分　終演：午後８時30分(予定)

ところ 町民センターおかべ大ホール
内　容 落語、漫才、漫談

出演：牧伸二、柳家さん喬　ほか
入場料 無料(要整理券)
申込み 郵便往復はがきにてお申し込みください。

〔往信表面〕①〒420-8721(住所不要) 
②ＮＨＫ静岡放送局｢真打ち競演｣係

〔往信裏面〕①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
〔返信表面〕①郵便番号　②住所　③名前
〔返信裏面〕何も書かないでください。

(抽選結果を印刷してご返送いたします)
申込期限 ５月９日(金)必着　(応募多数の場合は抽選)
※１枚につき１人入場できる整理券をお送りします。
※３歳以上は入場整理券が必要です。乳幼児の同伴・入場はお断りいたします。
※応募いただいたはがきは、当落選の連絡のほか、ＮＨＫ受信料の
お願いに使用させていただくことがあります。
ＮＨＫ静岡放送局・事業
274-1020(平日午前10時～午後６時まで)
http://www.nhk.or.jp/shizuoka/HP

催
　
　
し
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づく遺族補償給付の支給を受けるこ
とができない人が対象です。
請求期限 平成21年３月27日(金)まで
(期限以降は請求することができま
せん。ご注意ください)
労災保険給付の請求
平成13年３月27日以降に仕事が

原因で石綿による疾病にかかり死亡
した労働者の遺族は、遺族補償給付
が支給されますが、労働者が死亡し
た日の翌日から５年を経過すると、
時効により請求することができなく
なります。
また、仕事で石綿による疾病にり

患して、現在療養している人は、労
災保険法に基づく療養補償給付・休
業補償給付の支給対象になります。
石綿ばく露の可能性がある作業につ
いては、厚生労働省ホームページ
( http://www.mhlw.go.jp/new-
info/kobetu/roudou/sekimen/inde
x.html)に掲載されています。
静岡労働局労働基準部労災補償課
254－6369

静岡県保育士試験
━━━━━━━━━━━
試験日　筆記:８月７日(木)～８日(金)

実技:10月13日(月・祝)
受付期間 ５月13日(火)まで

(当日消印有効)
受験手数料 12,700円
申込方法 要項を保育士試験事務セン

ターへ郵送で取り寄せてく
ださい。

保育士試験事務センター
0120－4194－82
http://www.hoyokyo.or.jp

平成20年度
第１回危険物取扱者試験
━━━━━━━━━━━━━━━
と　き ６月８日(日)
ところ 静岡産業大学情報学部(藤

HP

HP

枝市駿河台四)など県下10
会場

試　験 乙種全類・丙種
受　付 ４月２日(水)～４月11日(金)
※受験料や試験内容など、詳しくは
各消防署に備え付けの受験申込書を
ご覧ください。
藤枝市消防本部予防課
641－5000

ふれあい看護体験参加者募集
━━━━━━━━━━━━━━━━━━
ふれあい看護体験は、住民のため

に保健医療福祉施設がドアを開き、
見学や簡単な看護体験、関係者との
交流などを行うイベントです。
病院、老人保健施設がそれぞれに

ユニークなプログラムで実施します。
参加者は、学生･主婦・会社員・定
年後の方など広い層に渡っています。
応募方法 官製往復ハガキに下記事項

を記入して応募する。
記載事項 (往信)①希望施設名と希望

日　②希望理由　③住所
④氏名　⑤年齢　⑥性別
⑦電話番号　⑧洋服のサイズ
(返信の宛名面)①住所　②
氏名

送付先 希望施設のふれあい看護体
験係宛へ直接お申込みくだ
さい。

応募締切 ４月30日(水)当日消印有効
※看護体験ができる施設名や日時、
受入人数などの詳細は、静岡県看護
協会ホームページをご覧ください。
http://www.shizuoka-na.jp/
静岡県ナースセンター
202－1761

税務職員募集(大学卒業程度)
━━━━━━━━━━━━━━━━━
職　種 国税専門官
受験資格 ①昭和54年４月２日～62年

４月１日の間に生まれた人
②昭和62年４月２日以降に
生まれた人で次に掲げる人
・大学を卒業した人及び平
成21年３月までに卒業

HP

する見込みの人
・人事院が上記に掲げる人
と同等の資格があると認
める人

申込期間 ４月１日(火)～14日(月)
名古屋国税局人事第二課試験係
052－951－3511

国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp

ねんりんピック鹿児島2008
俳句交流大会作品募集
━━━━━━━━━━━━━━━━━━
部　門 高齢者の部：60歳以上(昭

和24年４月１日以前に生
まれた人)
一般参加の部：上記以外の人

受付期間 ４月１日(火)～５月31日(土)
当日消印有効

投句料 無料
応募方法 官製はがきに未発表作品１

人２句以内(雑詠)、住所、
氏名(ふりがな、俳号の場合
は本名を併記)、生年月日、
電話番号を明記し、下記の
送付先へ投句してください。

表　彰 選者特選賞、正賞及び准賞
〒899－0292
鹿児島県出水市緑町１番３号
出水市役所市民福祉政策室内
ねんりんピック鹿児島2008
出水市実行委員会事務局
0996－63－2111

防衛省採用試験(自衛官募集)
━━━━━━━━━━━━━━━━━━
自衛隊幹部候補生
試験日 ５月17日(土)～18日(日)
応募資格 20歳以上26歳未満で大学

卒業程度の学力を有する人
受付期間 ５月９日(金)まで
２等陸・海・空士
試験日 受付時に指定
応募資格 18歳以上27歳未満の人
受付期間 年間を通じて

自衛隊藤枝地域事務所
643-6391
http://www.mod.go.jp/pco/sizuoka/HP

HP

広告
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静岡県最低賃金の改正について
━━━━━━━━━━━━━━━━━━
静岡県内の事業場で働く(パー

ト・アルバイト等含む)すべての労
働者に適用される「静岡県最低賃金」
が改正され、平成19年10月26日か
ら、時間額697円となりました。特
定の産業には産業別最低賃金が定め
られています。
お問い合せは、静岡県労働局賃金

室、または労働基準監督署まで。
静岡労働局賃金室
254－6315

静岡県労働局ホームページ
http://www.shizuokarodokyoku.go.jp/

ごぞんじですか！検察審査会
━━━━━━━━━━━━━━━━━
交通事故、詐欺、おどしなどの犯

罪の被害にあい、警察や検察庁に訴
えたが、検察官がその事件を起訴し
てくれない。このような不満を持つ
人のために検察審査会があります。
お気軽にご相談ください。費用は無
料で、秘密は固く守られます。
静岡地方裁判所内
静岡検察審査会事務局
252－6111

県民だよりについて
━━━━━━━━━━━━
県では、県政の動きなどをお知ら

せする「県民だより」を毎月１日直
近の日曜日に発行し、新聞折込で各
家庭にお届けしています。
コンビニのセブン-イレブンとロ

ーソン、公民館、図書館、市町役場、
県総合庁舎にも配架してありますの
で、新聞を購読していない人は、お
近くの配架場所で入手くださるよう
お願いいたします。
県広報局
221－2231

HP

20歳以上の学生のみなさんへ
国民年金のお知らせ
━━━━━━━━━━━━━━━━━━
毎年４月になったら、「国民年金

保険料学生納付特例申請書」の提出
を忘れずに！
20歳以上の人は、学生であって

も国民年金への加入、および保険料
の納付義務があります。
しかし、学生は収入が少なく学費

などもかかるため、毎月14,410円
(平成20年度の額)の国民年金保険料
の納付が困難な場合があります。
そのようなときには「学生納付特

例」の申請をしてください。保険料
の納付が猶予されます。
申請は、毎年４月(または20歳に

なったとき)に行う必要があります
ので、まだ申請されてない人は、す
みやかに申請をしてください。
詳しくは、窓口税務課または島田

社会保険事務所へお問合せくださ
い。
役場窓口税務課国保年金グループ
667－3414

島田社会保険事務所国民年金課
島田市幸町2008－24
0547－36－2215

島田社会保険事務所の
電話番号が変わりました。
━━━━━━━━━━━━━━━
ねんきんダイヤル
0570－05－1165
・年金の請求などの年金相談
※ねんきんダイヤルに電話がつなが
らない場合は、年金給付課におかけ
ください。
国民年金課 0547－36－2215
・国民年金の保険料納付・免除に
ついての相談・照会

・国民年金の資格についての照会
年金給付課 0547－36－2211
・ねんきんダイヤルを利用できな
い人の年金相談等

業務課 0547－36－2212
・健康保険・厚生年金保険の加入
手続き・照会

・健康保険の給付についての手続
き・照会

徴収課 0547－36－2214
・健康保険・厚生年金保険の保険
料についての相談照会

新規学校卒業者を対象とした
求人説明会の開催について
━━━━━━━━━━━━━━━━━
平成21年３月新規学校卒業者を対
象とした求人説明会を開催します。
この説明会は、事業所を対象とし

ており、学生を対象としたものでは
ありませんので、ご注意ください。
と　き ５月29日(木)午後２時～４時

(午後１時30分より受付)
ところ 焼津市文化センター

１階　小ホール
焼津市三ケ名1550

内　容 来年３月新規学校卒業者の
求人の取扱い説明など

ハローワーク焼津
(焼津公共職業安定所)
焼津市駅北１－６－22
628－5155

平成20年度銃砲刀剣類登録
審査会の開催について
━━━━━━━━━━━━━━━━
と　き ９月12日(金)、12月９日(火)

平成21年３月10日(火)
ところ 静岡県静岡総合庁舎

静岡市駿河区有明町２－20
※受付は午前９時30分から正午です
ので、時間内に来場願います。審査
は午後までかかる場合があります。
※警察署に銃砲刀剣類発見届を提出
後速やかに登録してください。登録
証のない状態での銃砲刀剣類の所持
は不法所持となります。
※審査会場に持参していただくもの
は、次のとおりです。
①登録しようとする銃砲刀剣類
②警察署が交付した刀剣類発見届出
済証
③身分を証明するもの(免許証等)
④登録申請書(会場にもあります)
⑤登録審査手数料
静岡県教育委員会文化課
文化財保護班(銃砲刀剣類担当)
静岡市葵区追手町９－６
221－3157

石綿による健康被害の特別遺族
給付金の請求に関するお知らせ
━━━━━━━━━━━━━━━━━
特別遺族給付金の請求
平成13年３月26日以前に石綿に

よる疾病が原因で死亡した労働者の
遺族で、時効により労災保険法に基
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☆町民健康相談／一般希望者
と　き ４月８日(火)、５月13日(火)

午前９時30分～11時30分
午後１時～３時30分

ところ 保健福祉センター１階「検診ルーム」
☆岡部町電話健康相談
相談内容 健康相談、育児相談、医療相談など
0120-860-373

※通話・相談無料、年中無休24時間受け付けます。
☆健康相談／一般希望者（成人）
と　き 毎週水曜日

午後１時30分～３時30分
ところ 保健福祉センター１階「検診ルーム」
☆栄養相談／一般希望者（要予約）
と　き 毎週木曜日

午前９時30分～11時30分
ところ 保健福祉センター「相談室」
☆心配ごと相談
と　き ４月２日(水)、９日(水)、16日(水)

23日(水)、30日(水)
午後１時～４時

ところ 保健福祉センター
※４月２日は予約制の法律相談です。
☆結婚相談
と　き ４月20日(日)

午後１時～３時
ところ 保健福祉センター

※注意事項 当日はお子さんの健康状態が分かる人が

連れてきてください。

☆ポリオ／生後３カ月～７歳半未満
と　き ４月15日(火)、５月20日(火)

受付時間 午後１時30分～２時20分

☆２歳児よい子教室／平成18年２月～４月生まれの子
と　き　４月25日(金)

受付時間 午後１時15分～１時45分

☆１歳６カ月児健診／平成18年８月～10月生まれの子
と　き　５月23日(金)

受付時間 午後１時15分～１時45分

乳幼児健診・健康相談
ところ　保健福祉センター１階「検診ルーム」
持ち物　母子健康手帳、筆記用具

健康相談・そのほかの相談

♪ぴよぴよルーム♪
対　象 平成19年４月～10月生まれの子とその親

初妊娠の人
と　き ４月８日(火)

午前10時～11時30分
ところ 子育て支援センター
内　容 「みんな　なかよし」

♪子育て広場(じゃんけんぽん)♪
対　象 未就園の子どもを持つ親子
と　き ４月24日(木)

午前10時～11時30分
受　付 午前９時45分
ところ 子育て支援センター
内　容 制作あそび(パネルシアターづくり)

♪ちびっこルームの日♪
と　き ４月３日(木)、10日(木)、17日(木)

５月１日(木)、15日(木)、29日(木)
午前10時～11時30分

ところ 保健福祉センター「ちびっこルーム」

子育て支援センター　�668－0200

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
４
月
の
予
定

予防接種
ところ　保健福祉センター１階「検診ルーム」
持ち物　予診票、母子健康手帳

（予診票は会場にも用意してあります）

４月・５月の休日歯科救急当番医　
診察時間：午前９時～正午

善意をありがとう
（２月６日～３月５日　敬称略）

〈現金〉
・お弁当のひちふく・・・・・・・・5,000円
・コープしずおか焼津岡部ブロック
虹のまつり実行委員会・・・・・・7,000円

・大石光義
・匿名
(計２件)・・・・・・・・・・・計13,000円

社会福祉協議会　　667－3422

▽
一
般
寄
付
者

▽
生
活
改
善 E-mail

ＢＣＧ(３カ月～６カ月未満対象)は４月１日より個別
接種になります。接種可能医療機関は、平成20年度版
の生活カレンダー(Ｐ13)をご覧ください。

保健委員(結核予防婦人会岡部支部)より
複十字シール募金の報告とお礼
・各町内会　　　　　　　　　　　　　176,500円
・にぎわいまつり街頭募金など　　　　 48,292円
結核予防婦人会へ寄付させていただきました。
この募金は、結核の調査研究や検診機器の設備など
に使わせていただきます。

ホワイト歯科
クリニック
（藤枝築地）
�644-8148

４月20日

おおいし歯科医院
（藤枝立花２）
�645-2251

４月27日

モチヅキおかべ
歯科クリニック
（内谷）
�648-0071

はせがわ歯科医院
（藤枝益津下）
�647-2500

４月29日 ５月３日

アライ歯科
（藤枝鬼島）
�644-4477

５月４日

イシカワ歯科
（藤枝瀬古２）
�643-4618

５月５日

岡本歯科医院
（内谷）
�667-3735

５月６日
藤枝歯科

医師会事務局
�646-2270

○問
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　保健福祉センター 
「きすみれ」�667-3415
○問 

保健 
福祉 
保健 
福祉 
保健 
福祉 

ガ イ ド 

※緊急当番医は変更になる場合がありますので、当日の新聞（静岡、中日、毎日、朝日、読売）で確認してください。なお、（ ）内　
の住所は、藤枝市と焼津市および大井川町については、藤枝○○、焼津○○、大井川○○と表記してあります。

４月・５月の緊急当番医　診療時間：午前９時～午後５時（焼津地域の当番医は午前８時30分～午後５時）

80歳以上でいい歯をお持ちの人は、ぜひご参加くだ
さい。審査の結果、優秀者は「歯の健康まつり」で表
彰します。
対　象 昭和３年４月１日以前に生まれた人で、自分

の歯が20本以上ある人
※昨年までに表彰を受けている人は除きます。

審査期間 ４月７日(月)～５月10日(土)
審査方法 最寄りの藤枝歯科医師会所属の歯科医院に連

絡の上、無料審査を受けてください。
藤枝歯科医師会　 646－2270
町保健福祉課健康グループ　 667－3415

町では、０歳～６歳(小学校就学前まで)の乳幼児を対
象に、治療に要する医療費の助成を行っていますが、
４月から町の単独事業として対象を小学６年生まで拡
大します。この制度は、子どもの疾病の早期発見、慢
性化の予防、保護者の経済的負担の軽減を図ることを
目的としています。
助成対象 通院・入院ともに０歳～12歳(満12歳に達した

日以後の最初の３月31日までの間にある人)
申請方法 新規対象者(小学新１年生～新６年生)には、３

月21日付で申請書類を郵送しました。まだ申
請していない人は、保健福祉センターで手続
きをしてください。

持ち物 印鑑、健康保険証(お子さんの名前が載ってい
るもの)、住民税決定証明書(０歳～６歳の転入
の人のみ)

自己負担額 通院･･･１回500円(500円未満のときはその額)
※月４回まで。
５回目以降は自己負担なし。

入院･･･１日500円(食事療養費は自己負担)

町保健福祉課健康グループ　 667－3415

8020コンクール　参加者募集
～80歳になっても自分の歯を20本以上残しましょう～

町内の歯科医院
・新舟歯科　 668-0858
・岡本歯科　 667-3735
・二宮歯科　 667-0145
・モチヅキおかべ歯科クリニック

648-0071

小学６年生まで対象年齢を
拡大します

４月20日

４月27日

４月29日

５月３日

５月４日

５月５日

５月６日

月日
科目 外　科 内　科 眼　科 耳鼻咽喉科 その他

秋山医院
（藤枝本町３）
�641-6175

水上内科クリニック
（藤枝高柳２）
�634-1200

すぎむらクリニック
（藤枝若王子３）
�647-7077

大持医院
（藤枝藤枝５）
�641-0651

鈴木内科医院
（藤枝茶町４）
�644-6960

青島北クリニック
（藤枝瀬古２）
�647-7707

畠山クリニック
（焼津東小川８）
�621-5971

柴田医院
（藤枝藤枝４）
�641-0127

小林小児科
（藤枝前島１）
�635-2620

菅ヶ谷内科医院
（藤枝堀之内）
�641-2903

伊東クリニック
（焼津栄町２）
�627-3044

岡本石井病院
（焼津小川新町５）
�627-5585

ハラダ城南医院
（藤枝田中３）
�647-1234

入交医院
（藤枝大手２）
�641-0135

西焼津駅前クリニック
（焼津小土）
�671-0080

柳原内科医院
（藤枝藤岡４）
�638-2288

柴田眼科
（焼津西小川２）
�626-8131

きむら眼科
（大井川上新田）
�622-5811

大住眼科医院
（焼津大住）
�623-0330

藤枝平成記念医院
（藤枝水上）
�643-1230

焼津駅前眼科
（焼津駅北１）
�626-8240

小川眼科医院
（藤枝本町２）
�641-0160

焼津こがわ眼科
（焼津東小川２）
�626-8860

村松耳鼻咽喉科
（藤枝藤枝５）
�641-5318

〈
産
・
婦
〉

〈
泌
〉

〈
産
・
婦
〉

〈
産
・
婦
〉
〈
皮
・
泌
〉

〈
泌
〉

八楠耳鼻咽喉科
（焼津大覚寺）
�629-5566

藤枝診療所
（藤枝高洲）
�635-8749

仲神医院
（焼津中新田）
�623-0805

ふじえだ耳鼻咽喉科クリニック
（藤枝上薮田）
�648-1000

やいづ6丁目耳鼻咽喉科
（焼津焼津６）
�620-6001

まつなが耳鼻咽喉科クリニック
（藤枝駅前２）
�645-3387

前田産科婦人科医院
（焼津小屋敷）
�626-8603

つばくろ在宅ケアクリニック
（藤枝高柳）
�637-1365

高坂産婦人科医院
（焼津東小川３）
�627-8747

鈴木レディースクリニック
（藤枝大洲４）
�636-5511

平井医院
（大井川上泉）
�622-9070

ー

北川医院
（藤枝高洲）
�634-3231

高橋医院
（藤枝下青島）
�647-0370

桜井医院
（大井川上新田）
�622-0122

高洲早川クリニック
（藤枝与左衛門）
�636-0021

坂上内科医院
（大井川上小杉）
�622-3370

板倉医院
（藤枝田沼４）
�636-0881

横山消化器内科
（大井川下小杉）
�622-0045

杉田整形外科
（藤枝瀬戸新屋）
�645-8880

花岡医院
（内谷）
�667-3323

藤枝平成記念病院
（藤枝水上）
�643-1230

神戸整形外科
（大井川宗高）
�622-3399

よしだ整形形成外科医院
（藤枝小石川町４）
�645-9200

山�クリニック
（藤枝志太２）
�645-1211

※有効期限が９月30日までの「乳幼児医
療費受給者証」は、期限までそのまま使
えます。

～岡部町こども医療費助成制度～
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化
協
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画
部
「
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が
く
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」

平
成
20
年
度
の
岡
部
町
生
活
カ

レ
ン
ダ
ー
に
は
、「
ゑ
が
く
会
」

の
皆
さ
ん
の
作
品
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
ゑ
が
く
会
」
は
文
化
協
会
に

所
属
す
る
絵
画
部
で
、
現
在
会
員

は
20
人
。
毎
月
２
回
、
第
１
、
３

日
曜
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
お
か
べ

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
の
発
足

か
ら
約
20
年
、
作
品
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。
絵
が
出
来
上
が
る

と
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
と
、
毎
年
、
展
示
会
が
頻
繁
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
町

民
セ
ン
タ
ー
お
か
べ
で
開
か
れ
た

「
第
15
回
ゑ
が
く
会
作
品
展
」
を

は
じ
め
、
大
旅
籠
柏
屋
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
な
ま
こ
壁
」、
大
井
川
農

協
岡
部
支
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
町
文

化
協
会
主
催
文
化
祭
で
の
「
第
11

回
お
か
べ
絵
画
展
」、
焼
津
市
内

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
絵
画
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。展
示
会
が
多
い
と
、

多
く
の
作
品
を
仕
上
げ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
は
い
き

い
き
と
制
作
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

普
段
の
活
動
で
は
、
各
自
描
き

た
い
モ
チ
ー
フ
を
持
ち
寄
っ
て
作

品
を
描
き
、
講
師
の
河
原
宏
先
生

に
色
の
バ
ラ
ン
ス
や
構
図
な
ど
に

つ
い
て
、
講
評
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
他
に
、
春
と
秋
に
は
野

外
写
生
に
も
出
か
け
る
そ
う
で

す
。絵

を
描
く
こ
と
の
魅
力
に
つ
い

て
、
生
活
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
な

出
来
事
に
追
わ
れ
て
な
か
な
か
物

事
に
集
中
し
て
取
り
組
む
機
会
が

少
な
い
け
れ
ど
、
絵
を
描
く
時
間

は
ひ
と
つ
の
事
に
集
中
で
き
る

し
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
世
界
で

た
だ
一
枚
の
絵
。
だ
れ
か
に
見
て

も
ら
え
る
の
が
楽
し
い
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
展
示
会
を
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ゑ
が
く
会
で
は
現
在
会

員
を
募
集
中
で
す
。
初
心
者
の
方

で
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
絵
を
描

い
て
み
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
活

動
の
様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

町
内
で
頑
張
っ
て
い
る
団
体
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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岡部慕情

広告
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親子体操教室受講者募集 
わくわくスポーツクラブ 

対　象　平成17年４月～平成18年３月生まれの子とその親 
場　所　岩倉道場（岡部町内谷） 
申込方法　４月23日（水）10:00～12:00 
　　　　岩倉道場にて申し込みを受け付けます。 
　　　　(当日はレッスンは行いません。) 
定　員　会場の都合で限定20組とさせて頂きます。 
その他　幼児・小学生クラスも新会員を募集します。 
　　　　（直接高橋までお申し込みください。） 
問合せ　携帯電話　090-3833-0195 
　　　　携帯電話メール　youko-taka.wakuwaku@ezweb.ne.jp 
講師：わくわくスポーツクラブ　高橋曜子 

広告

４月の 

五智如来公園にて 
午後１時～４時まで ４月８日（火） 

広告

京
鉱
務
署
管
内
鉱
品
一
覧
」
に
、

大
正
３
年
７
月
１
日
現
在
で
１

４，
９
８
５
坪
か
ら
銅
を
採
掘
し

て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。

大
正
時
代
に
入
る
と
、
銅
に
か

わ
っ
て
マ
ン
ガ
ン
を
採
掘
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
採
掘
は
昭
和
初

期
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
青

羽
根
に
来
て
、
長
い
間
採
鉱
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
採
掘
鉱
は
、

付
近
に
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
穴
が

封
鎖
さ
れ
、
廃
鉱
と
な
っ
て
い
ま

す
。岡

部
町
で
も
銅
や
マ
ン
ガ
ン
の

採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
と
知
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

参
照
　
　
　

「
朝
比
奈
村
誌
」

「
志
太
郡
誌
」

岡
部
町
に
は
、
鉱
業
と
し
て
志

太
郡
唯
一
の
採
掘
鉱
跡
が
あ
り
ま

す
。青

羽
根
に
あ
る
マ
ン
ガ
ン
鉱
採

掘
跡
は
、
青
羽
根
パ
ノ
ラ
マ
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
り
、

大
井
神
社
か
ら
山
道
を
歩
い
て
約

15
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
青
羽
根

で
は
、
江
戸
時
代
に
銅
の
採
掘
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
朝
比
奈
村
誌
」
に
よ
る
と
、

藤
枝
の
良
知
東
吉
之
と
い
う
人
が

試
掘
を
行
い
、
銅
を
採
掘
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
瀬
川
鶴
松
と
い
う

人
が
再
び
試
掘
し
、
そ
れ
か
ら
明

治
25
年
ま
で
銅
を
採
掘
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
青
羽
根
の

地
質
は
、銅
の
含
有
量
が
少
な
く
、

事
業
と
し
て
採
算
が
合
わ
な
い
た

め
に
休
止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
資
料
で
は
、「
東

児島日葵
に っ き

ちゃん（三輪）
２歳３カ月

中野航碧
こ う き

くん（やよい）
２歳４カ月

竹内萌華
も か

ちゃん（旭ヶ丘）
２歳４カ月
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マンガン鉱採掘跡（青羽根）

至藤枝 

至玉取 

青羽根 大井神社 

★ 

パノラマハイキング 
コース案内板 

● ● 



岡部町から見送る最後の卒業生
～町内小中学校卒業式～

「メモリーズ」をテーマに
～岡部吹奏楽団ポップスコンサート～

▲岡中吹奏楽部と合同演奏する楽団員

▲保護者と先生、在校生に感謝を込めて合唱する卒業生(岡部中)

自
分
で
漉
い
た
朝
比
奈
和
紙
の
卒
業
証
書
を

受
け
取
る
卒
業
生(

朝
一
小)

▲

在
校
生
に
見
送
ら
れ
て
笑
顔
で
退
場
す
る

卒
業
生(

岡
部
小)

▲

◆まちの人口12,600人（＋７人）男6,195人（＋10人）女6,405人（－３人）
◆世帯数4,000世帯（＋８世帯）◆面積53.29㎞2（平成20年３月1日現在）
URL http://www.town.okabe.shizuoka.jp/ E-mail  info@town.okabe.shizuoka.jp
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古紙配合率100%再生紙を使用しています。
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フォト 
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町民センターおかべで岡部吹奏楽団の第10回ポップス
コンサートが開かれ、約400人の聴衆がつめかけました。

今回は10回目の節目であり、来年１月の藤枝市との合併を控え、
岡部町として最後のコンサートになることから、テーマを「メモ
リーズ」として、楽団の歩みを振り返る内容となりました。
映画音楽やアニメなどの親しみやすい曲をはじめ、クラシック

の組曲「展覧会の絵」（ムソルグスキー）にも挑戦しました。
第二部は、岡部中学校吹奏楽部とのジョイントで、息の合った

演奏を披露しました。「岡部町歌」の演奏では、来場者も一緒に合
唱していました。

町内の小中学校で卒業式が行われ、岡部小82人、
朝一小15人、岡部中127人が慣れ親しんだ学び舎

に別れを告げました。各小中学校では、一人ひとりに卒業証書が

授与されました。卒業生は、先生や友人と共に学んだ校舎
に名残を惜しみながら、思い出のたくさん残る学校から旅
立ちました。

17
２/

18～19
３/


